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平 成 ３ ０ 年 度  事 業 報 告 書 
（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日） 

本協会は、兵庫県における科学技術振興の中核的機構として、平成４年７月に設立さ

れて以来、県内の研究者を対象とする研究助成事業や、県民を対象とした科学技術の普

及啓発事業等に取り組んできた。平成３０年度も、引き続き、以下の３本の柱を下に各

種事業を展開した。 

「科学技術の総合的な振興」については、基盤的研究から応用研究､萌芽的研究まで幅

広い分野での学術研究への助成や、｢ロボットコンテスト｣に参加する県内工業高等専門

学校への支援等を実施した。 

「科学技術の普及・啓発」については、一般県民を対象にした「ひょうご科学技術トピ

ックスセミナー」や、県内高校生を対象に理系大学生・大学院生がサイエンスカフェ形式

でアドバイスする「サイエンスフレンドシップ事業」等を行った。 

「地域産業の技術開発力強化・育成」については、中小企業等に対する技術相談・指

導や技術高度化研究開発助成事業等により企業の技術高度化を促進するとともに、専門

人材を配置して産学官連携を促進した。 

【理事会開催状況】 

区  分 開催年月日 議  題 

第33回 平成30年５月25日

・平成29年度事業報告の件 

・平成29年度収支決算の件 

・評議員会招集の件 

第34回 

(決議の省略) 
平成30年７月17日 ・評議員会招集の件 

第35回 平成31年３月11日

・平成30年度収支補正予算の件 

・平成31年度事業計画の件 

・平成31年度収支予算の件 

・従たる事業所その他の重要な組織の設置の件 

第36回 

(決議の省略) 
平成31年３月31日 ・評議員会招集の件 

【評議員会開催状況】 

区  分 開催年月日 議  題 

第22回 平成30年６月12日 ・平成29年度収支決算の件 

第23回 

(決議の省略) 
平成30年７月17日 ・理事選任の件 

第24回 

(決議の省略) 
平成31年３月31日

・監事選任の件 

・役員の報酬の件 
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【 主　要　事　業 】

播磨ものづくり技術者派遣事業

兵庫県最先端技術研究事業等への参画

技術指導事業

技術高度化研究開発支援助成事業

ものづくり関連機器の管理運営・指導

ひょうごSPring-8賞の共催

科学学習体験ツアーの開催

サイエンスボランティア支援事業

青少年のための科学の祭典の共催

産学官連携コーディネートの推進

平成３０年度 事業体系表

総合企画委員会の開催

大学等研究者 シーズバンクの運営

協会ホームページﾞの運営等

ひょうご科学技術トピックスセミナーの開催

機関誌「ひょうごサイエンス」発行

学術研究助成事業

県内研究機関調査（拡充）

学術研究助成「研究発表会」の開催

高専のロボコン参加への支援

次世代イノベーションセミナーの開催

企 業 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推 進

商工会議所等との連携事業

中小企業交流団体等への支援事業

科
学
技
術
の
総
合
的
な
振
興

振興方策の総合的な企画調整

学 術 的 研 究 の 促 進 学 術 的 研 究 の 支 援

振 興 方 策 の 企 画 立 案

地
域
産
業
の
技
術
開
発
力
の
強
化
・
育
成

科
学
技
術
の
普
及
・
啓
発

サイエンスフレンドシップ事業

振興を図るための調査・情報提供

青少年に対する科学技術の普及・啓
発の推進

国際フロンティア産業メッセの共催

科学 技術 の普 及 ・啓 発の 推進

サイエンスカフェひょうごの開催及び支援

企 業 の技 術 高 度化 促 進 技術 高度 化と 研 究開 発の 支援

産 学 官 連 携 の 促 進

教育 機関 の実 践 的教 育の 支援

産 学 官 連 携 体 制 の 強 化

普 及 ・啓 発 の 充実 強 化

ものづくりシンポジウムの開催

企業・大学院連携研究事業
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Ⅰ 科学技術の総合的な振興 

１ 振興方策の総合的な企画調整 

（１）振興方策の企画立案 

ア 総合企画委員会の開催 

協会運営や協会が実施する事業に関する助言を得るため、産学官の有識者で構成す

る総合企画委員会を開催し、中期収支計画の策定及び学術研究助成事業の見直しにつ

いて協議した。 

○開 催 日：平成３０年７月２５日、９月１８日 

（２）振興を図るための調査・情報提供 

ア 大学等研究者シーズバンクの運営 

県内の大学等研究機関の研究開発シーズを調査するとともに調査結果をデータベー

スに反映し、当協会ホームページを通じて情報提供を行った。 

    〇ひょうご研究機関研究シーズ集HPアクセス件数：１，２０９件  

イ 県内研究機関調査 

県内の研究機関等の相互の連携を促進するため、研究機関等の基本情報を調査し、

情報提供を行った。対象分野を広げ、調査機関数を従来比で約９０％拡充した。 

○調査機関数 ９５５機関 

ウ 協会ホームページの運営等 

・ 協会ホームページの運営

協会の活動状況や地域の産業・科学技術等の話題を広くＰＲするため、ホームペ

ージを設け、幅広く情報提供を行った。 

〇協会ホームページ アクセス件数：１，５０４，３４０件 

・「ひょうご研究機関メーリングリスト」の運営 

科学技術に関する情報を幅広くタイムリーに提供するため、登録者全員※にメー

ルが配信される「ひょうご研究機関メーリングリスト」の運営を行った。 

〇参加機関：７６団体(１０４人)※大学･高等専門学校､公設･民間研究機関､研究支援機関､自治体等 

・「播磨産業技術情報」の発行 

播磨地域の産業振興、科学技術等の情報を取りまとめた「播磨産業技術情報」を、

ファックス、メールにより県内の企業、関係機関に提供した。 

〇送付件数：６７０件（月１回発行） 

２ 学術的研究の促進 

（１） 学術的研究の支援 

ア 学術研究助成事業 

基礎的･基盤的な研究から産業の高度化に貢献する応用的・実用的な研究及び若手研

究者による創造的・萌芽的研究を奨励するため、平成３０年度助成対象の研究計画に

研究資金を交付するとともに、令和元年度に助成する研究計画を公募・選定した。 

区  分 H30年度助成金交付実績 R元年度助成金公募選定 

応募件数   １９１件   １５０件 

採択件数    ３５件    ３５件 

助成総額 ３５，０００千円 ３５，０００千円 
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また、平成３０年度に助成した学術研究助成について、成果報告書をとりまとめ、

当協会ホームペ－ジ上に掲載するとともに、国立情報学研究所のデータベースに登録

するなど広く一般に公開し、研究成果の普及を図った。 

イ 学術研究助成「研究発表会」の開催    

平成３０年度学術研究助成者に対する「贈呈式」に併せて「研究発表会」を行い、

研究者の研究意欲の向上と研究者相互の交流を深めた。 

○開催日：平成３０年５月３１日 

○会 場：ラッセホール 

ウ 学術研究助成成果フォローアップ調査事業 

学術研究助成事業の今後のあり方や研究結果の活用方策について検討するため、助

成後２年目、５年目、１０年目の助成者を対象に、研究結果の評価や波及発展の状況

及び学術面や生活・産業面への波及効果等について、フォローアップ調査を実施した。 

（２）教育機関の実践的教育の支援 

ア 高専のロボコン参加への支援 

実践的・創造的なものづくり人材の育成に寄与するため、工業高等専門学校の実践

的教育として認知度の高い「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト」

におけるロボット製作費用及び全国大会への旅費を助成した。 

助成を受けた２校とも、東京で開催された全国大会に出場し、神戸市立工業高等専

門学校が特別賞を受賞した。 

〇助成先：国立明石工業高等専門学校 神戸市立工業高等専門学校 

〇助成額：計１，０００千円 

Ⅱ 科学技術の普及・啓発 

１ 普及・啓発の充実強化 

科学技術への興味・関心を高めるため、科学技術の情報提供やセミナーなどの普及啓発

活動を行うとともに、協会の活動を広くＰＲした。

（１）科学技術の普及・啓発の推進 

ア ひょうご科学技術トピックスセミナーの開催 

一般県民を対象に、科学技術の各分野における第一人者を講師に招き、最先端の科

学技術をわかりやすく解説する「ひょうご科学技術トピックスセミナー」を開催した。 

○開 催 日：平成３１年１月７日 

○会  場：ホテルクラウンパレス神戸 ５階 ボールルーム 

○講  師：東京大学大学院工学系研究科特任准教授 松尾 豊 氏 

○テ ー マ：人工知能は人間を超えるか ～ディープラーニングの先にあるもの～ 

○参加者数：２４０人 

イ 機関誌「ひょうごサイエンス」の発行 

協会の活動を一般に広報するとともに、科学技術に関する最新の話題を提供するた

め、機関誌「ひょうごサイエンス」を発行した。 

〇発行部数：２，０００部（平成３１年３月発行） 

〇配 布 先： 関係企業、関連機関、商工会議所、県内の公共施設・学校等 
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ウ サイエンスカフェひょうごの開催及び支援 

県民の科学技術に対する興味・関心を高めるため、科学者などの専門家と県民が身

近にある喫茶店や大学施設などで、少人数で気軽に科学などについて語り合う「サイ

エンスカフェひょうご」を神戸大学サイエンスショップ、甲南大学と共催した。 

〇開催回数：３回（神戸市２回、南あわじ市１回） 

〇参加人数：４１人  

エ 国際フロンティア産業メッセ２０１８の共催 

兵庫の経済をけん引する新産業の創造を推進し、国際的な技術・ビジネス交流を加

速させるため「国際フロンティア産業メッセ２０１８」を関係機関と共催した。 

また、当協会の支援により技術開発や商品開発に取り組んでいる企業や県内大学・

高専に参加を呼びかけ、「ひょうご科学技術協会グループ」として出展し、開発製品や

研究内容などを広く発信した。 

〇開催日：平成３０年９月６～７日 

〇会 場：神戸国際展示場１・２号館 

○入場者：約３万人  

オ ひょうごＳＰｒｉｎｇ－８賞の共催 

大型放射光施設ＳＰｒｉｎｇ－８の認識と知名度を高めるため、ＳＰｒｉｎｇ－８を活用

した研究成果の中から、産業への応用を含め、社会経済全般の発展に寄与することが

期待される研究成果をあげた研究者・団体を顕彰する「ひょうごＳＰｒｉｎｇ－８賞」を

関係団体と共同実施した。 

○表彰式：平成３０年８月２８日（兵庫県公館） 

○受賞記念講演：平成３０年９月６日（兵庫県民会館） 

（２）青少年に対する科学技術の普及・啓発の推進 

ア 科学学習体験ツアーの開催 

青少年の科学学習の推進を図るため、地域の企業・研究機関などを訪問し、製造過

程の見学、各種の科学実験や工作を行う「科学学習体験ツアー」を地域の小学生とそ

の保護者を対象として関係団体とともに開催した。 

○開催回数：６回 

○参加者数：８３組、１５６人 

イ サイエンスボランティア支援事業 

青少年の科学技術への関心と正しい理解を促進するため、自然科学系の教育者、研

究者及びそのＯＢ等が、主として小学校高学年から中学生を対象に、学校、企業、地

域で行う実験教室などの科学学習分野におけるボランティア活動に対して、助成金を

交付して支援した。 

○助成件数：７件 

○助成総額：６８１，４１５円 

○参加者数：延べ１，０６２人 

ウ 青少年のための科学の祭典２０１８の共催 

楽しい科学実験や科学工作などを通じ、子どもたちが自ら体験し、科学に対する興

味や関心を高めるため、「青少年のための科学の祭典２０１８」を県内６会場（豊岡、

丹波、東はりま、淡路、姫路、神戸）において関係団体と共同開催した。 
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○開催日数：１１日（丹波会場１日、その他の会場は２日間開催） 

○参加者数：１４，５４６人 

エ サイエンスフレンドシップ事業 

県内高等学校に理系大学生・大学院生をアドバイザーとして派遣し、高校生の課外

研究活動の支援を行った。また、大学生・大学院生がサイエンスフェアで、研究内容、

学生生活の魅力などを高校生にアドバイスするサイエンスカフェを実施した。 

○大学生・大学院生派遣 

派 遣 日 内  容 会  場 派遣大学生等数 

１月26日
県立高校３校の合同研究発表会に

おいて発表内容へのアドバイス 

甲南大学ポート 

アイランドキャンパス
１１人 

３月５日
理系女子生徒に理系の大学生活に

ついてアドバイス 
県立神戸高校 ２人 

○サイエンスカフェ 

開 催 日 内  容 会  場 派遣大学生等数 参加高校生数

７月14日
4th Science Conference in 

Hyogo 

神戸大学 

百年記念館 
９人 １６９人 

１月27日
第11回サイエンスフェア 

in 兵庫 

甲南大学ポートアイ

ランドキャンパス
１１人 ９８８人 

Ⅲ 地域産業の技術開発力の強化・育成 

播磨地域の産業活性化と技術高度化を図るため、技術参与や技術アドバイザー等を配置し、

大学や公的研究機関等と地域産業の交流・連携を促進し、高度技術の開発又は利用による新

事業の創出や新分野への進出を支援した。 

１ 産学官連携の促進 

（１）産学官連携体制の強化 

ア 産学官連携コーディネートの推進 

産学官連携の専門人材を配置し、大学等の研究機関の研究開発シーズと企業の研究

開発ニーズのマッチングのサポートや産学連携による共同研究のコーディネートを推

進するなど、産学官の連携を促進した。 

〇主な内容 

 兵庫県最先端技術研究事業（COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）採択に向けた産学官の連携促進 

 技術高度化研究開発支援助成事業採択に向けた産学官の連携促進 

 その他競争的資金獲得に向けた相談、技術開発のための産学官連携にかかる相談 

イ 企業・大学院連携研究事業 

県内大学の大学院生の資質向上や県内企業の活性化、技術の向上を図るため、大学

院生が行う県内企業との産学共同研究を支援した。 

〇助成件数：７大学、１３テーマ 

〇助成総額：３，２５０千円 
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ウ ものづくりシンポジウムの開催 

ものづくり技術の最新技術を提供するとともに、播磨地域の産学官連携の活性化を

図るため、姫路ものづくり支援センター（姫路市、姫路商工会議所）及びはりま産学

交流会と、ものづくりシンポジウム２０１９を共同開催した。 

○開 催 日：平成３１年２月１４日 

○参加者数：１７９人 

２ 企業の技術高度化促進 

（１）技術高度化と研究開発の支援 

ア 技術高度化研究開発支援助成事業 

播磨地域に事業所を有する中小企業等が、新分野進出や新事業創出を図るために取

り組む新技術・新製品の研究開発事業を公募、選考し、助成金を交付した。 

〇助成件数：５件 

〇助成総額：５，０００千円 

イ 技術指導事業 

播磨地域の中小企業が抱える多種多様な技術課題について速やかに対処・解決する

ため、機械や化学などの専門家を技術参与やシニアアドバイザーとして配置し(各１

名)、企業訪問や電話などによる技術相談・指導を行った。また、企業ニーズと大学等

のシーズとのマッチングを支援することにより、産学共同研究の推進を図った。 

○相談･指導件数：３６１件 

ウ 兵庫県最先端技術研究事業(ＣＯＥプログラム)等への参画 

企業の新技術や新製品開発を目的として、産学官連携による共同研究プロジェクト

等を構築し、兵庫県最先端技術研究事業へ代表機関として応募するとともに、採択さ

れたプロジェクトを効果的に進めるためにコーディネートを行った。 

○プロジェクト件数：２件 

○補助金交付額：計９，０００千円 

エ ものづくり関連機器の管理運営・指導 

兵庫ものづくり支援センター播磨の管理運営の委託を受けて、製品開発の構想・企

画から製造・検査まで「先進的ものづくり」を担うコンピュータ支援の３次元CAD/CAE

システムや３次元座標測定機、走査型電子顕微鏡等の各種ものづくり機器の管理運営、

利用相談及び技術指導を行った。

〇利用件数：１１９件 

○機器講習会：１３回開催、延べ２６人参加 

オ 播磨ものづくり技術者派遣事業 

「ものづくり県・兵庫」を長年にわたり支えてきた企業ＯＢ技術者を技術アドバイ

ザーとして登録し、そのアドバイザーを播磨地域の中小企業に派遣し、企業が直面す

る技術的な課題の効果的な解決を図った。 

事業実施にあたり、(公財)新産業創造研究機構、姫路ものづくり支援センター（姫

路市、姫路商工会議所）、兵庫県立工業技術センターとネットワークを構築するととも

に、(公社)兵庫工業会とも密接に連携して展開し、企業のニーズに対応した。 

 〇派遣社数：１社 
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（２）企業イノベーションの推進 

ア 中小企業交流団体等への支援事業 

はりま産学交流会が実施する創造例会等を共催するとともに、２１世紀播磨科学技

術フォーラムなどの中小企業交流団体等が播磨地域の産業技術高度化を図るため実施

する講演会・研修会等、技術交流に係る各種事業を支援した。   

○主な事業 

 はりま産業交流会事業の支援（共催） 

 ２１世紀播磨科学技術フォーラム事業の支援（協賛） 

 その他セミナー、シンポジウムへの参画 

イ 商工会議所、商工会との連携事業 

地域経済の活性化、企業の技術高度化の促進を図るため、播磨地域の商工会議所(龍

野、赤穂)及び商工会(上郡町)と、生産現場の改善などをテーマとしたセミナー、研修

会などを共同開催した。 

○開催回数：５回 

○参加者数：延べ８９人 

ウ 次世代イノベーションセミナーの開催 

IoTや人工知能(AI)の急速な進歩に伴い、ビッグデータの解析などを含めたイノベー

ションのあり方に大きな変革が生じている。また、オープンイノベーションやクラウド

ソーシングなどの手法が研究開発・技術開発に取り入れられている。このような変革

を見据え、成長産業分野である｢健康･医療｣、｢ロボット｣など最新情報を含めた次世代

イノベーションに関する情報を播磨地域の企業に提供するため、セミナーを開催した。 

○開催回数：４回 

○参加者数：延べ２５１人 
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１ 学術的研究の支援    

協会では、自然科学分野の研究活動を支援するため、県内の研究者から研究計画を募

集し、研究資金の助成を行った。

平成30年度に研究者に対し助成する研究計画を平成29年９月１日から10月16日にか

けて公募し、応募のあった研究計画について当協会の設置する専門委員会で審査し、助

成対象者を決定した。また、平成30年５月31日に神戸市内において、研究助成金の贈呈

式とあわせて、受領者による研究内容の発表会を行った。 

７ 

（平成３０年５月３１日 研究助成金贈呈式・研究発表会）

○ 学術研究助成事業 

基礎的・基盤的な研究から産業の高度化に貢献する応用的・実用的な研究及び若手

研究者による創造的・萌芽的な研究に対する助成

・平成30年度助成対象者：35人 

・１件あたり上限助成額：1,000千円 

・応募件数      ：191件  

                                   （50音順・敬称略）

氏 名 所 属 役 職 研 究 内 容 

飯田 禎弘
神戸大学大学院

理学研究科
研究員

レアメタル及びレアアースを選択的に回収するペ

プチドの人工設計

稲葉 理美
高輝度光科学研究センター

利用研究促進部門

テニュアトラック

博士研究員

補助刺激受容体を介する免疫系シグナル伝達分子

の構造基盤の解明

上山 健彦
神戸大学バイオシグナル

総合研究センター
准教授

遺伝性難聴（DFNA1)を標的にした感音難聴に対

する治療薬開発への挑戦

宇野 知秀
神戸大学大学院

農学研究科
教授

昆虫の神経ペプチド分泌に関与する蛋白質の機能

解析

梅園 良彦
兵庫県立大学大学院

生命理学研究科
教授

ATP 産生に着目した新規損傷組織新生方法の開

発のための基盤研究

遠藤 光晴
神戸大学大学院

医学研究科
講師

脳損傷後のアストロサイトによる神経回路の再

生・再編制御

梶川 義幸
神戸大学

都市安全研究センター
特命教授

広域高解像度シミュレーションによるアジアモン

スーン降水システムの解明

角屋 智史
兵庫県立大学

物質理学研究科
助教

BTBT 系分子性導体に基づいた新奇有機熱電材料

とフォノン制御
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氏 名 所 属 役 職 研 究 内 容 

古賀 浩平 兵庫医科大学 講師
大脳皮質のシナプス可塑性に着目した慢性疼痛に

よる睡眠障害の分子機構

小柴 康子
神戸大学大学院

工学研究科
助手

気相重合による導電性高分子薄膜作製最適化とエ

ナジーハーべスター応用

佐野 紘平 神戸薬科大学 講師
がん関連マクロファージを標的とする新規がん診

断・治療法の開発研究

清水 俊彦
神戸市立

工業高等専門学校
准教授

万能真空吸着グリッパによる超多品種ピッキング

システム

勝二 郁夫
神戸大学大学院

医学研究科
教授

肝炎ウイルスによるシャペロン介在性オートファ

ジーのハイジャックと分子病態

杉本  泰
神戸大学大学院

工学研究科
助教

ナノ界面制御による機能性量子ドット-２次元層

状物質複合材料の創製

鈴木  哲
兵庫県立大学

高度産業科学技術研究所
教授

放射光照射 CVD によるグラフェンの van der 
Waals ヘテロ成長

高垣 直尚
兵庫県立大学大学院

工学研究科
助教

瀬戸内などの内海における台風強度の推測のため

の基礎研究

高端 大希
神戸大学大学院

医学研究科
医学研究員

重粒子線の生物学的特性を利用した新規のがん治

療法の探索

竹中 慎治
神戸大学大学院

農学研究科
教授

脂肪族アミンＮ-アセチルトランスフェラーゼの

構造解析に基づいた機能改変

田中 佑治
理化学研究所生命機能

科学研究センター
研究員

眼表面バリア突破型温度応答性ナノミセルの開発

可能性に関する基礎的検討

中山貴美子
神戸大学大学院

保健学研究科
准教授

壮年期がん患者の支援を目的としたがんサバイバ

ー・エンパワメント尺度の開発

西海  信
神戸大学大学院

医学研究科
特命准教授

メタボローム解析によるヘリコバクターピロリ感

染関連疾患リスク評価法の確立

原田 幸弘
神戸大学大学院

工学研究科
助教

希薄ビスマス化物半導体における局在電子状態の

解明

疋田 貴俊
大阪大学蛋白質研究所

高次脳機能学研究室
教授

モデル動物を用いた精神疾患の神経回路病態の解

明

廣本 武史
兵庫県立大学大学院

生命理学研究科
特任講師

中性子により[NiFe]ヒドロゲナーゼのプロトン輸

送経路を可視化する

福田 亮介 関西学院大学理工学部 助教
形質膜局在イオンチャネル活性制御における膜上

インタラクトームの機能解明

藤尾  慈
大阪大学大学院

薬学研究科
教授

新たな心筋再生治療の開発を目指した哺乳類心筋

細胞増殖制御機構の解明

藤田 一郎
神戸大学大学院

工学研究科
教授

CCTV や UAV を用いた河川表面流計測における

波動成分除去フィルターの開発

藤森 伸一
日本原子力研究開発機構

物質科学研究センター
研究主幹

放射光光電子分光法による希土類化合物の基礎物

性の解明

藤原 伸介 関西学院大学理工学部 教授
耐熱性分子シャペロニンに特異的なタグを利用し

たタンパク質の安定化

本多 信一
兵庫県立大学大学院

工学研究科
教授

高性能ダイヤモンド合成過程における欠陥の役割

の解明と新規合成法の開発

水谷 健一
神戸学院大学大学院

薬学研究科
特命教授

神経幹細胞におけるマイトファジーを調節する分

子機構と生理機能の解明

森下 政夫
兵庫県立大学大学院

工学研究科
教授

超硬合金都市鉱山のレアメタルの回収と再生資源

による白金代替触媒の創成

安野  聡
高輝度光科学研究センター

産業利用推進室
研究員

硬 X線光電子分光法における相対感度係数データ

ベースの開発

力武 良行 神戸薬科大学 教授
アルツハイマー型認知症の病態形成に果たす血管

老化の役割の解明

和田 昭英
神戸大学大学院

理学研究科
教授

近紫外～近赤外の広領域白色光励起による光反応

経路網の二重共鳴過渡吸収分光



- 3 - 

○ 学術研究助成「研究発表会」  

平成30年度学術研究助成対象者の中から､代表者６名が研究内容について発表を行

った｡ 

・開 催 日：平成30年５月31日(木) 

・開催場所：ラッセホール

・研究助成者発表内容

発表①
気相重合による導電性高分子薄膜作製最適化とエナジーハーべスター応用 

 神戸大学大学院 工学研究科     助手    小柴 康子 

発表②
がん関連マクロファージを標的とする新規がん診断・治療法の開発研究 

 神戸薬科大学           講師    佐野 紘平 

発表③
形質膜局在イオンチャネル活性制御における膜上インタラクトームの機能解明 

 関西学院大学理工学部       助教    福田 亮介 

発表④
瀬戸内などの内海における台風強度の推測のための基礎研究 

 兵庫県立大学大学院 工学研究科  助教    高垣 直尚 

発表⑤

放射光光電子分光法による希土類化合物の基礎物性の解明 

（国研）日本原子力研究開発機構 物質科学研究センター 

                  研究主幹  藤森 伸一 

発表⑥
硬X線光電子分光法における相対感度係数データベースの開発 

 (公財)高輝度光科学研究センター  研究員   安野 聡 

研究発表会の様子
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２ 教育機関の実践的教育の支援

○ 高専のロボコン参加への支援 

ひょうご科学技術協会では、未来のエンジニアを育てる教育イベントとして年１回

開催されている「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト」（通称・高

専ロボコン）に参加する県内２校の高専に対して参加費用を助成している。 

神戸市立工業高等専門学校と明石工業高等専門学校は助成金を活用して、それぞ

れ２チーム、計４チームが創意工夫を重ねたロボットの制作に取り組み、10月28日に

近畿大学記念会館で開催された近畿地区大会に出場した。 

 平成30年度の競技は「Bottle-Flip Cafe(ﾎﾞﾄﾙﾌﾘｯﾌﾟ･ｶﾌｪ)」で､１チーム２台までの

ロボットが自陣の８つのテーブルに向かってペットボトルを投げて立たせるもの。 

近畿地区大会では７高専が各Ａ、Ｂの2チームの合計14チームで参加し競い合った

結果、優勝した神戸市立高専Ａと審査員から推薦された明石高専Ａ、和歌山高専Ｂの

３チームが全国大会に参加することとなった。 

なお、神戸市立高専Ｂチームはベスト４、明石高専Ａチームはベスト４、デザイン

賞受賞、明石高専Ｂチームは特別賞受賞という好成績を残した。

全国大会は、全国57校62キャンパス124チームから選ばれた25チームが参加して、

11月25日に東京の国技館で開催された。神戸市立高専は、２回戦で高得点を挙げなが

ら敗退、明石高専は１回戦で敗退した。 

アイデア・技術など総合的に判断して最も優れているとされたチームに贈られる

ロボコン大賞は、大会最多得点を挙げるなど高い得点機構を備えた熊本高専（八代）

が受賞。神戸市立高専は、熊本高専（八代）に継ぐ高い得点能力が認められて、特別

賞を受賞した。 

全国大会における神戸市立高専の対戦の様子 
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３ 科学技術の普及・啓発の推進 

○ ひょうご科学技術トピックスセミナー 

科学技術の各分野における第一人者を講師に招き、最先端の話題をわかりやすく紹

介する「第36回ひょうご科学技術トピックスセミナー」を実施した。 

１ 日 時  平成31年１月７日（月） 10:30～12:00 

２ 場  所  ホテルクラウンパレス神戸 ５階ボールルーム 

      （神戸市中央区東川崎町１－３－５） 

３ 講 師    松尾 豊 氏（東京大学大学院工学系研究科 特任准教授） 

４ テーマ  人工知能は人間を超えるか～ディープラーニングの先にあるもの～ 

５ 参加者  240人

６ 講演要旨 

ディープラーニングという技術によってできるようになったことは３つあります。１つは認

識、２つ目は運動の習熟、３つ目は言葉の意味理解です。ディープラーニングをひとことで言

うと「深い関数を使った最小二乗法」です。ひとつの関数を適用して、さらに異なる関数を適

用していくと何層にもなり、関数が深くなっていくので、ディープラーニングと呼ばれていま

す。世の中を変える技術に共通するのは、原理が簡単でかつ応用可能性が非常に広いことです。

トランジスタ、インターネットなどと同じように、ディープラーニングも世の中を大きく変え

ると思います。ディープラーニングが実際どのように世の中を変えていくのか、インパクトを

もたらしていくのかというと一番大きいのは画像認識であり、画像認識のことだけを考えても

良いくらい重要です。画像認識ができるということは、機械が目を持ったということです。つ

まり、目が見えるロボット・機械が誕生したのです。これによりロボットができる仕事の量と

質が大幅に変わり、労働集約的な産業は自動化されるでしょう。ものづくりとディープラーニ

ングを組み合わせることによって、さまざまな作業を自動化する、これこそが日本の戦略にな

り得ると思います。 

注目されている技術なので、世界でディープラーニングの研究者、技術者の争奪戦は激しく

なっています。しかし日本は新しい技術に目が向いておらず、人材育成も追いついていません。

日本の科学技術の課題の一つは、発注側にあると思っています。「AIでビジネスをつくろう」

と思う側の目利きをよくしないと、良い技術を見抜くことができません。人工知能はそもそも

何なのか、ディープラーニングはどう位置づけられているのか、ディープラーニングの中には

どのような手法があるのか、これらが分かった上で技術を評価する指標を持つ人が必要です。 

よく「人工知能によって人間の仕事はなくなるのでは」と言われますが、それよりも日本は

人工知能を作る側に回るべきだと思います。そのためには、さらに技術力を上げる必要があり、

どのような産業に活用すべきなのか試行錯誤しなければなりません。兵庫県には優れた企業が

数多くあります。ディープラーニングの技術を活用し、企業力を上げてほしいと思います。 
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○ サイエンスカフェひょうご 

県民の科学技術に対する興味・関心を高めるため、科学の専門家と一般の方々が身近

にある喫茶店や大学施設等において、少人数で気軽に科学などの話題について語り合え

る場として、神戸大学サイエンスショップ、甲南大学とサイエンスカフェを共催した。 

  ・開催内容                               

開催日 開 催 場 所 内     容
参加人数 

(人) 

10月27日

甲南大学岡本キャンパス

カフェパンセ 

（神戸市） 

「意外と身近なサイエンス」 

～ひょうごの自慢！巨大実験施設～ 

山崎 篤志(甲南大学大学院自然科学研究科教授)  

13 

12月12日
SODA島の学舎 

（南あわじ市） 

「量子力学と量子コンピュータ」 

相馬 聡文(神戸大学大学院工学研究科准教授) 
15 

12月22日

甲南大学岡本キャンパス

カフェパンセ 

（神戸市） 

「意外と身近なサイエンス」 

～私たちの健康を守り、命を救うプラスチック～ 

長濱 宏治(甲南大学大学院ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽ研究科准教授)

13 

合         計 41 

   《意外と身近なサイエンス                               《量子力学と量子コンピュータ》 
    ～ひょうごの自慢！巨大実験施設～》 
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○ 国際フロンティア産業メッセ 

２１世紀に飛躍する新産業の創出を促進するため、「国際フロンティア産業メッセ2018」実行

員会の構成団体として共催した。 

また、当協会が支援している17企業、兵庫県内の理工学系大学（高専を含む）11校と合同で

「ひょうご科学技術協会グループ」としてグループ出展した。 

開催日 内      容 会 場 入場者数 

９月 

６～７日

当協会グループ出展団体 

（１）ひょうご科学技術協会 

（２）グループ出展した企業（17社） 

①㈱井上鉄工所(姫路市)       ②岸本工業㈱(姫路市) 

③ケニックス㈱(姫路市)       ④サワダ精密㈱(姫路市) 

⑤三相電機㈱(姫路市)      ⑥㈱セシルリサーチ(姫路市) 

⑦龍野コルク工業㈱(たつの市) ⑧㈱帝国電機製作所(たつの市) 

⑨西日本衛材㈱(たつの市)      ⑩㈱日伸電工(たつの市) 

⑪パイオニア精工㈱(姫路市)    ⑫㈱兵庫ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｾﾝﾀｰ(加古川市)

⑬㈱フジソレノイド(揖保郡)    ⑭マルイ鍍金工業㈱(姫路市) 

⑮㈲マルブン(たつの市)     ⑯㈱ユニバル(加古川) 

⑰㈱ユメックス(姫路市)    ⑱㈱理創化研(姫路市) 

（３）グループ出展した大学・高専（９大学・２高専） 

  ①関西学院大学   ②甲南大学 

  ③神戸学院大学   ④神戸芸術工科大学 

  ⑤神戸大学     ⑥神戸常磐大学・神戸常盤大学短期大学部 

  ⑦姫路大学     ⑧姫路獨協大学 

  ⑨兵庫県立大学   ⑩国立明石工業高等専門学校 

  ⑪神戸市立工業高等専門学校 

神戸国際 

展示場 

１・２号館

約３万人 

会場全体風景

会場風景：企業ブース

開会式：テープット

会場風景：大学・高専ブース
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○ ひょうごSPring-8賞 

兵庫県の委託を受け、大型放射光施設SPring-8の認識と知名度を高めるため、SPring-8

を活用した研究成果の中から、実用化・製品化につながり、社会経済全般の発展に寄与す

ることが期待される研究成果を選考して表彰した。 

また、第15回SPring-8産業利用報告会において受賞者による受賞記念講演を実施した。 

受 賞 者 名 受 賞 テ ー マ 

 秦野 正治 氏 

(新日鐵住金ステンレス㈱研究センター) 

水素脆化を克服するステンレス鋼の開発に 

資するナノサイズ結晶相の解析 

・第16回ひょうごSPring-8賞表彰式 

 日 時：平成30年８月28日 15:45～16:15 

 場 所：兵庫県公館 

・第15回SPring-8産業利用報告会（第16回ひょうごSPring-8賞受賞記念講演） 

 日 時：平成30年９月６日 13:10～14:00 

 場 所：兵庫県民会館  

表彰式の様子 関係者による記念撮影 
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４ 青少年に対する科学技術の普及・啓発の推進 

○ 科学学習体験ツアー 

青少年等の科学技術学習の推進を図るため、地域の企業・研究機関などを訪問し、製造

過程の見学、各種の科学実験や工作を行う「科学学習体験ツアー」を関係団体と共に開催

した。 

・参加対象：地域の小学４～６年生とその保護者

・内 容：工場・施設見学(アサヒ飲料㈱明石工場､キッコーマン㈱高砂工場､六甲バター㈱稲美工

場ほか)、科学実験･工作体験(ロボット製作、風力発電ライト製作ほか) 

・開催実績 

『東はりまの魅力KIDs体験ツアー』

①７月25日 ６組12人   

②８月９日 18組36人 

③８月17日 20組40人 

④８月20日 18組36人 

⑤８月22日 ３組６人 

⑥８月23日 18組26人  全６回、83組156人 

・共 催：兵庫県東播磨県民局、東播磨産業・ツーリズム振興協議会、東播磨青少年本部 

  しょう油づくり体験 木工体験 

            風力発電ライト製作体験 施設見学
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○サイエンスボランティア支援事業

 学校、企業、地域で行う科学学習分野におけるボランティア活動を支援した。   

助成対象者 開催場所 
開催日 

（予定を含む）

助成 
金額 
(千円) 

活 動 内 容 等 

１

足立 勲 

(宝塚市自然 

 保護協会) 

宝塚市逆瀬川 ９月22日(土) 87 

【水辺の生き物探検】 

・逆瀬川の生物を調べ、水質を判定 

参加者数：27人 

２

中村 隆弘 

(はりま科学 

工作クラブ) 

姫路科学館 

６月２日(土) 

８月４日(土) 

10月27日(土)他 

100 

【電子工作教室】 

・小型のｱﾝﾌﾟを作り電子ｵﾙｺﾞｰﾙを作る

・LED点滅回路を作ってパラパラ影絵

箱を作る  他 

参加者数：166人 

３

水本 徹 

(人間中心設計 

 推進機構関 

 西支部) 

兵庫県民会館 ７月29日(日) 97 

【子供の「発想力」を鍛えるデザイ

ンワークショップ」】 

・乾燥パスタをつなぎ合わせてより

大きな構造体を目指す 

参加者数：35人

４

松本 修二 

(姫路市立手柄 

 山温室植物園)

高砂市内 

公民館施設等 

６月30日(土) 

７月31日(火) 

８月４日(土)他 

99 

【理科教室に遊びにおいでよ】 

・災害に役立つアマチュア無線 

・身近なものが電池になるよ 他 

参加者数：699人 

５

鈴木 栄一 

(ゆめほたる 

クラブ) 

国崎ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

啓発施設 

ゆめほたる 

７月22日(日) 100 

【親子科学実験教室】 

・ドライアイスを使った低温体験や

昇華観察 

参加者数：59人 

６
糸原 涼 

(みらいキッズ) 

放課後ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

みらいｷｯｽﾞ教室

７月26日(木) 

８月２日(木) 

８月９日(木)他 

98 

【理科実験観察教室】 

・自分で作るミニミニ潜水艇 

・空気砲を作ろう 他 

参加者数：58人 

７

小川 隆文 

(わくわく 

 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ) 

神戸大学 

大学院 

農学研究科 

10月20日(土) 100 

【「ひらめきときめきサイエンス」 

・｢ミクロの虫眼鏡｣(顕微鏡標本を用

いた解説)の展示、解説 

参加者数：18人 

合   計 681 

電子工作教室                水辺の生き物探検 
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○ 青少年のための科学の祭典 

楽しい科学実験や科学工作などを通じ、子供たちが自ら体験し、科学に対する興味や関

心を高めるため、「青少年のための科学の祭典2018」を県内６会場において、各会場大会実

行委員会等と共に開催した。 

   ・主な内容 

    実験教室や科学工作教室の開催 

    物理、化学、生物分野等の各ブースでの実験、ワークショップの実施 

    小学校、中学校、高等学校、大学の教員と生徒による演示・展示の実施 

開 催 日 開 催 場 所 参加者数(人)

７月28、29日 豊 岡 会 場 兵庫県立但馬文教府 852 

７月29日 丹 波 会 場 ゆめタウンポップアップホール 1,180 

８月４、５日 東はりま会場 兵庫県立東播磨生活創造センター 2,067 

８月18、19日 淡 路 会 場 洲本市文化体育館 883 

８月25、26日 姫 路 会 場 兵庫県立大学姫路工学キャンパス 1,704 

９月８、９日 神戸会場  バンドー神戸青少年科学館 7,860 

合  計 夏休み時期の土・日曜日に、延べ11日開催 14,546 

    神戸会場の様子 
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○ サイエンスフレンドシップ事業 

大学生・大学院生が、Science Conference in Hyogo及びサイエンスフェアで、研究内

容、学生生活の魅力などを高校生にアドバイスを行うサイエンスカフェを実施した。 

・ ４th Science Conference in Hyogo 

高校生が自身の研究を英語のみを用いて発表しあうことにより、サイエンスにおける

英語運用能力の伸長を図る「４th Science Conference in Hyogo」に併せて実施した。 

日時：平成30年７月14日 

場所：神戸大学百年記念館 

    参加高校生：169人 

・ 第 11回サイエンスフェアin 兵庫 

県内の高校、大学、研究機関、企業などからの参加者が互いに成果発表をし､交流を促

進するとともに高校生の活動の充実と意識の向上を図る「第 11 回サイエンスフェア in 

兵庫」に併せて実施した。 

日時：平成31年1月27日 

場所：甲南大学ポートアイランドキャンパス 

参加高校生：988人 
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５ 産学官連携体制の強化 

○ 企業・大学院連携研究事業 

兵庫県内のものづくり機能を有する兵庫県内大学の研究シーズと、研究開発型もの

づくり企業の技術ニーズをマッチングさせ、地域産業の活性化及び企業の技術高度化

の向上を図るとともに、当該大学の大学院学生の研究レベルの向上、視野の拡大など人

材育成を図った。

・助成金交付対象大学及び金額

 兵庫県立大学   4 テーマ 1,200 千円 

 神戸大学     3 テーマ   550 千円 

 関西学院大学   1 テーマ  300 千円   

 甲南大学     2 テーマ   300 千円 

 神戸学院大学    1 テーマ  300 千円 

 姫路大学     1 テーマ  300 千円  

 武庫川女子大学  1 テーマ  300 千円 

  計７大学    13 テーマ  3,250 千円 

 ・助成内容 

大

学
研究課題 

①指導教官名(所属､役職) 

②大学院学生名(専攻､年次) 

③企業名(共同研究企業名) 

    (所在地､担当者名) 

研究の内容 
助成額

(千円)

兵
庫
県
立
大
学
①

新規アンホテリッ

クジブロック共重

合体の作成 

①遊佐真一(工学研究科応用
化学専攻､准教授) 

②河田祐希(応用化学専攻博
士前期課程2年) 

③大和薬品㈱ 
 (姫路市､田路祐之) 

ｶﾁｵﾝ性ﾌﾞﾛｯｸとｱﾆｵﾝ性ﾌﾞﾛｯｸからなるｼﾞﾌﾞﾛｯｸ共重
合体はｱﾝﾎﾃﾘｯｸｼﾞﾌﾞﾛｯｸ共重合体と呼ばれ､通常水
に溶解すると両ﾌﾞﾛｯｸの静電相互作用が強いた
め､凝集して沈殿を生じる｡しかし､制御ﾗｼﾞｶﾙ重
合法を用いて水に可溶なｱﾝﾎﾃﾘｯｸｼﾞﾌﾞﾛｯｸ共重合
体を合成できると期待される｡このようなｱﾝﾎﾃﾘｯ
ｸｼﾞﾌﾞﾛｯｸ共重合体は､水中に存在する微量なｲｵﾝ
性物質などの回収に応用可能と期待される｡ 

300 

兵
庫
県
立
大
学
②

表面活性化接合

(SAB)に向けたガ

スクラスターイオ

ンビームプロセス

の最適化 

①豊田紀章(工学研究科電子
情報工学専攻 准教授) 

②池田翔太(電子情報工学専
攻博士前期課程2年) 

③アユミ工業㈱ 
 (姫路市､阿部英之) 

2枚のｳｪﾊｰを､接着剤を用いずに貼り合わせ､多機
能化・高機能化する接合技術は､ﾃﾞﾊﾞｲｽの差別化
を図るｷｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰとして注目されている｡中でも､
単原子ｲｵﾝで表面活性化し常温で接合する表面活
性化接合(SAB)は､3次元IC､ｾﾝｻｰなど各種応用が
期待されている｡しかし､単原子ｲｵﾝの低ｴﾈﾙｷﾞｰ化
が困難なため損傷等の問題が生じる｡ 

300 

兵
庫
県
立
大
学
③

高耐食性金属積層

板からのコルゲー

トクラッド容器成

形技術の開発 

①原田泰典(工学研究科機械

工学専攻 教授) 

②西久保祐貴(機械工学専攻

博士前期課程1年) 

③ｻﾝｱﾛｲ工業㈱ 

 (福崎町､柳田秀文) 

ｽﾃﾝﾚｽ鋼やﾁﾀﾝ材料は耐食性が高いため､古くから
化学ﾌﾟﾗﾝﾄでの部材や筐体として広く利用され､
最近では医療分野においても利用範囲が拡がっ
ている｡本研究では､高耐食性を有する金属薄板
を複数枚重ねた異種積層板を用いたｺﾙｹﾞｰﾄｸﾗｯﾄﾞ
容器の成型を試みる｡このような構造を有する容
器成形はこれまで行われたことがなく新しい成
形技術と考えられる｡主に容器成形性に及ぼす加
工条件の影響について調べる｡ 

300 

兵
庫
県
立
大
学
④

超合金都市鉱山の
レアメタルの回収
および再生資源に
よる水素製造用白
金代替え触媒材料
の創成 

①森下政夫(工学研究科化学
工学専攻 教授) 

②森雅紀(化学工学専攻､博
士前期課程1年) 

③ｻﾝｱﾛｲ工業㈱ 
 (福崎町､柳田秀文) 

超硬合金は､切削工具や金型として大量に使用さ
れている｡しかしながら､ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ(W)とｺﾊﾞﾙﾄ(Co)
資源の価格が乱高下している｡超合金鉱山都市か
らWとCoを用いてﾅﾉｺﾊﾞﾙﾄﾄﾞﾒｲﾝ内包ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ炭化
物を気相合成する｡この新規炭化物を白金代替触
媒として活用し､高付加価値製品への展開を試み
る｡昨年度の当該卒業研究制度の支援による森雅
紀氏の研究を継続的に発展させ､再生資源による
新物質創成方法の確立を目指す｡ 

300 

神
戸
大
学
①

大量かつ多品種の
有用菌が含まれた
酒ろ過活性炭の土
壌改良材への有効
活用 

①藤嶽暢英(農学研究科生命
機能科学専攻 教授) 

②高垣彩咲子(生命機能科学
専攻M2) 

③近畿農産資材㈱ 
 (佐用町､西威誠) 

灘の酒造メーカー各社が日本酒の製造工程で利用す
る酒ろ過活性炭は産業廃棄物であるが､窒素・リ
ンなどの養分を含む未利用資源でもある｡この資
源を高付加価値を生む農業改良資材として利用
するため､その効能を科学的に検証し､ひいては
循環型農業モデル創出への貢献を目指す｡ 

200 
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大

学
研究課題 

①指導教官名(所属､役職) 

②大学院学生名(専攻､年次) 

③企業名(共同研究企業名) 

    (所在地､担当者名) 

研究の内容 
助成額

(千円)

神
戸
大
学
②

既存建物の改修に
よる省エネルギー
方策に関する研究 

①竹林英樹(工学研究科建築

学専攻 准教授) 

②稲生晴大(建築学専攻M2) 

③山陽建材工事㈱ 

 (神戸市､中村彦士) 

大規模な建物では設備更新等の際に省エネルギー化
が検討される場合が多いが､中小規模の建物では
十分な検討が行われずに改修が実施される場合
もある｡この研究では､既存建物の省エネルギー化を
目標として､実践的な省エネルギー方策の提案の可能
性を研究する｡ 

200 

神
戸
大
学
③

強力超音波を利用

した水中ワイヤレ

ス給電装置の基礎

研究 

①三島智和(海事科学研究科
准教授) 

②菊田捷仁(海事科学専攻
M1) 

③古野電気㈱ 
 (西宮市､岡田勉) 

海底調査機器の動力源であるバッテリへの給電
装置として､ボルト締めランジュバン振動子を利
用したワイヤレス(非接触)電力伝送システムの
試作器を開発する｡実験室プロトタイプを作成
し､海中を模擬した水槽実験により､提案装置の
有効性 を検証する｡ 

150 

関
西
学
院
大
学

高齢者向け起立支

援椅子開発に向け

た起立動作の生理

心理的評価 

①長田典子(理工学研究科 
  教授､感性価値創造研究ｾﾝ
ﾀｰ長) 

②小幡浩大､鈴木秀通､宮井
彩希､石丸怜子(人間シス
テム工学専攻理工学研究
科博士課程前期課程1年) 

③㈱アイケアラボ 
 (三田市､今井弘志) 

足腰に負担を抱える高齢者の起立動作支援を目

的に開発した､バネで支えられた座面を持つアシ

ストチェアに関し､起立動作時の生理的心理的負

担の評価・指標化を行う｡具体的には､市販の起立

支援椅子と開発したアシストチェアを用い､介護

施設に入所する高齢者を対象に起立動作時の楽

さ(立ちやすさ)の感性評価実験を行う｡感性評価

を取り入れることで､より負担の軽い介護機器開

発に繋げる｡ 

300 

甲
南
大
学
①

植物のネバネバ成

分を用いたドラッ

グデリバリーへの

応用に関する研究 

①外山真理(理工学部機能分

子化学科 助教) 

②朝野裕樹(自然科学研究科

化学専攻修士1年) 

③㈱青粒(神戸市､永原豊大) 

ﾓﾛﾍｲﾔやｵｸﾗのﾈﾊﾞﾈﾊﾞ成分を､鉄剤などのﾐﾈﾗﾙ･ｻﾌﾟ

ﾘﾒﾝﾄの保護剤として利用することを目的とする｡

その基礎研究として､ﾈﾊﾞﾈﾊﾞの主成分であるﾍﾞｸﾁ

ﾝ(多糖)の単糖であるｶﾞﾗｸﾂﾛﾝ酸と金属ｲｵﾝとの反

応について検討を行い､錯体化学的な側面から知

見を集める｡ 

150 

甲
南
大
学
②

インターネット上

のコンテンツから

の解説文抽出・提

示手法の研究 

①灘本明代(知能情報学部 

知能情報学科 教授) 

②米田 希(自然科学研究科

知能情報専攻修士1年) 

③㈲ｳｪﾌﾞｷｭｰﾋﾞｯｸ 

 (神戸市､南康弘) 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上のﾕｰｻﾞ投稿型ｺﾝﾃﾝﾂやﾆｭｰｽｺﾝﾃﾝﾂ等様々

なｺﾝﾃﾝﾂにはｺﾝﾃﾝﾂの主題を解説している文が存

在している｡これらの解説文を機械学習を用いて

抽出し提示する手法の提案を行う｡具体的には､ﾕ

ｰｻﾞ投稿型ﾚｼﾋﾟｻｲﾄからの料理のｺﾂを記載してい

る解説文の抽出や､ﾆｭｰｽからの解説文の抽出等を

行い､これらの提示手法の検討を行う｡これによ

り､そのﾍﾟｰｼﾞを閲覧しているﾕｰｻﾞは提示された

解説文を見ることで､容易にそのﾍﾟｰｼﾞの内容の

背景や記述内容を理解することが可能となる｡ 

150 

神
戸
学
院
大
学

ポリフェノール添

加パンの製パン

性・嗜好性・機能性

を向上させる食品

成分の探索 

①石井剛志(栄養学研究科

(栄養学部)准教授 

②タン キンイ(栄養学専攻

修士課程2年次) 

③㈱ケルン(神戸市､壷井豪) 

ポリフェノールの添加により低下する製パン性

と嗜好性を向上させるとともに､焼き上げ時に生

じるポリフェノールの熱・酸化分解を抑制するこ

とで機能性を向上させる食品成分を探索・同定

し､製パン技術開発への応用を目指す。 

300 

姫
路
大
学

地域高齢者の口腔

機能と嗜好に適し

た菓子の関連性 

①奥祥子・森崎直子(看護学
研究科 教授) 

②宮川明子(看護学研究科修
士課程1年) 

③常盤堂製菓㈱  
 (姫路市､天野治) 

本研究の目的は､地域高齢者の口腔機能と嗜好に

適した菓子の関連性を明らかにすることである。

地域の社会活動に自主参加している65歳以上の

高齢者約100名を対象に､口腔機能評価として誤

嚥ﾘｽｸをｽｺｱ化した自記式尺度である地域高齢者

誤嚥ﾘｽｸ評価表(DRACE)を用いて､高齢者が日常的

に摂取している“かりんとう”について､大きさ､厚

み､形状､味等についての嗜好を質問紙調査する。

③DRACEと嗜好の関連性について明らかにする。 

300 

武
庫
川
女
子
大
学

大豆イソフラボン

による過酸化脂質

産生とその産生に

よる抗インフルエ

ンザウィルスの作

用機構 

①伊勢川裕二(生活環境学部
食物栄養学科 教授) 

②堀尾侑加(生活環境学研究
科食物栄養学専攻､修士課
程1年) 

③㈱三養 
 (神戸市､大田容一郎) 

共同研究で使用しているハトムギ茶には､抗酸化作

用がある大豆イソフラボンが含まれている。この大豆

イソフラボンを､インフルエンザウイルス感染させた細胞に添

加したところ､抗ウイルス作用を示し､過酸化脂質の

有意な増加を確認した。そこで､大豆イソフラボンがど

のような機序で過酸化脂質を生成させるのか､ま

た何故その物質が抗ウイルス作用を有するかを解明

することで､ハトムギ茶の持つ新たな機能性を明ら

かにする。 

300 
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６ 技術高度化と研究開発の支援 

○ 技術高度化研究開発支援助成事業

播磨地域に事業所を有する中小企業等が、新分野進出や新事業創出を図るために取り組む新

技術・新製品の研究開発事業を公募、選考し、助成金を交付した。 

・技術高度化研究開発支援助成企業：５件 

・助成総額：5,000千円 

対象企業 
(助成金額) 

対 象 事 業 と 概 要 

兵庫県手延素麺

協同組合 

(800千円) 

新製法による「コシ」と「のど越し」を持つ冷凍「揖保乃糸手延そうめん」の開発 

揖保乃糸手延べそうめんは､西播磨に約600年前から根付く地場産業であり､手延べ製法独特
の｢コシ｣と｢のど越し｣が特徴の乾麺であるが､可食するために茹で料理が必要である。現代
の食生活は個食化(単身世帯増加)､中食の普及(共稼ぎ世帯増加､冷凍食品･電子レンジの普
及)が進み､茹で料理が不要で､簡便に食事ができる｢冷凍手延べそうめん｣の開発が求められ
ている｡本事業では､セルロース等の添加により､冷凍後の再加熱で生じる食感を低下させな
い手法を開発し､｢コシ｣｣と｢のど越し”のある美味しい冷凍そうめんを開発する。また､
Spring-8(大型放射光)による断層像・３次元像から麺の構造解析を行い､乾麺評価の新規評
価技術を開発する。 

㈱ユメックス 

(1,300千円) 

ショートアーク用電極を飛躍的に長寿命化するための準大気圧Ｈｅプラズマ照射によ
る繊維状Ｗナノ構造生成最適化 

ショートアークランプは液晶パネルや半導体製造の主要工程で利用される光源である。近年こ
れらの産業界は国際競争が激化し､高い生産能力とコスト競争力が求められ､消耗品である当
該ランプには､より一層の長寿命化が求められている。しかし､ランプ寿命を左右する電極の放
熱技術は限界にきている。本事業では放熱技術のブレイクスルーとして､準大気圧Heプラズマ照
射により電極表面に極めて大きな表面積を持つ繊維状ナノ構造を生成する事で､放熱性能を
飛躍的に改善する事を目指している。この繊維状ナノ構造の熱放射率が1.0すなわち完全黒体
である特性を､電極の放熱技術に適用する事により､3倍程度の長寿命化が期待できる。 

㈱サンライト 

(1,200千円) 

ソーラーLED技術を応用した次世代型発光防護柵の開発 

㈱サンライトが保有するソーラー､LED､蓄電池を組み合わせた製品の設計､開発､製造の技術
を応用し､国内初の夜間に自動で光る防護柵を開発する。これまで地方自治体からの依頼で､
夜道が暗い場所での防犯､防災対策として､ソーラーと光源が分離型で､簡単に設置できる照
明装置を製作した。本事業では､前途の装置を改良して､ソーラーと光源を合体させることに
より､①遠くからでも視認できる。②パイプ形状で､小電力で終夜､足元を照らすことができ
る､等々の特徴を有する装置を開発する。本装置により､夜間における歩道の安全歩行をはじ
め､自動車の夜間運転､犯罪防止などに威力を発揮し､安心・安全なまちづくりに貢献する。 

㈱エムス・テック

(800千円) 

次世代に生きる子供を育てよう！2020年対応型小学生向けロボット教材開発 

2020年から､小学校教育にプログラミング教育が必修化されることが文部科学省から発表されて
いる。理科離れが指摘されている小学生に､プログラミング教育が重要な科目になる。現場では､
小学生が興味を持ち､楽しんで簡単に教育ができ､コストが安価で､しかも指導しやすい教材が
求められている。しかし､市販されている教材は､価格が高く､専門性が高い為､指導しにくい
等々の理由で､適正な教材がないのが現状である。 
本事業で開発する教材は､安価・小型でパソコン機能をもつ「ラズベリーパイ」を応用し､小学生が
楽しみながら､ＡＩ・音声認識などに興味をもって学習でき､操作しやすい教材である。当社
は､本事業を通して小学生のプログラミング教育に役立つ教材の開発に取り組んでいく。 

日章興産㈱ 

(900千円) 

最適４色ＬＥＤ調光を用いた植物工場での世界初「赤色野菜」の開発 

３波長型LED光を用いて植物工場で､レタス等の野菜を生産している日章興産㈱本工場のＬ
ＥＤ光は光強度が固定式のため､ＬＥＤ高原に適した緑色野菜(グリーンリーフレタスなど)
しか生産できないのが現状である。このため､レッドリーフレタス､サニーレタスのような赤
色野菜を生産しようとしても緑色に変色してしまい､植物工場界が直面する課題となってい
る。本事業では､植物工場界の課題を解決するため､ＬＥＤ光を４波長型で光強度を可変式の
証明方法を採用し､赤色野菜にてきした光強度､溶液濃度､水温､ＰＨ値など検証しながら､赤
色野菜の開発を目指す。植物工場界の緊急課題を解決し､これまで生産困難であった赤色野
菜を低価格でかつ安定供給に役立てる。 
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○兵庫ものづくり支援センター播磨 技術指導事業

484
437

354
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２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

年度別技術指導・相談件数

件数

10%
0%

30%

28%

15%

17%

平成２６年度 技術指導・相談分野別内訳
精密微細加工技術関連 48件 (11%)

ロボット技術関連 1件 (0%)

ＩＴエレクトロニクス機械金属技術関連 143件 (30%)

健康・医療、食品等技術関連 136件 (28%)

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ技術関連 73件 (15%)

その他 83件(17%)

13%

2%

29%

38%

7%

11%

平成２７年度 技術指導・相談分野別内訳
精密微細加工技術関連 57件 (13%)

ロボット技術関連 11件 (3%)

ＩＴエレクトロニクス機械金属技術関連 125件 (29%)

健康・医療、食品等技術関連 164件 (38%)

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ技術関連 32件 (7%)

その他 48件(11%)

18%

3%

36%

28%

5%
10%

平成２８年度 技術指導・相談分野別内訳
精密微細加工技術関連 64件 (18%)

ロボット技術関連 9件 (3%)

ＩＴエレクトロニクス機械金属技術関連 127件 (36%)

健康・医療、食品等技術関連 100件 (28%)

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ技術関連 18件 (5%)

その他 36件(10%)

11%
2%

44%21%

9%

13%

平成２９年度 技術指導・相談分野別内訳
精密微細加工技術関連 45件 (11%)

ロボット技術関連 9件 (2%)

ＩＴエレクトロニクス機械金属技術関連 187件 (44%)

健康・医療、食品等技術関連 88件 (21%)

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ技術関連 40件 (9%)

その他 53件(13%)

5%3%

43%

26%

11%

12%

平成３０年度 技術指導・相談分野別内訳
精密微細加工技術関連 17件 (5%)

ロボット技術関連 12件 (3%)

ＩＴエレクトロニクス機械金属技術関連 153件 (43%)

健康・医療、食品等技術関連 95件 (26%)

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ技術関連 40件 (11%)

その他 44件(12%)
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○ 兵庫県最先端技術研究事業（ＣＯＥプログラム）への参画 

企業における新技術や新製品開発及び企業が抱える技術的な問題点等を効率的に解決するた

め、産学官連携による共同研究プロジェクト等を構築するとともに、兵庫県最先端技術研究事

業（ＣＯＥプログラム）へ代表機関として提案・応募し、採択されたプロジェクトの効果的な推

進に係るコーディネートを行った。 

・平成30年度にコーディネートを行った産学官連携共同研究プロジェクト 

プロジェクト名 主な参画企業・機関 事 業 概 要 

電力安定供給に資する「高輝度

LED 光による海洋生物の革新的な

固着防止装置」の開発 

(平成29年度兵庫県最先端技術研

究事業(ＣＯＥプログラム)(成長産

業育成支援枠｢応用ステージ研究｣

2年目)) 

①㈱セシルリサーチ 

②神戸大学 

③(公財)ひょうご科学技術協会 

(播磨産業技術支援センター) 

※当協会は共同研究の代表機関 

 (研究管理法人)として参画 

瀬戸内海沿岸にある多数の火力発電所では、蒸

気冷却用の海水配管内に様々な海洋生物が付

着・繁殖して、発電出力の抑制・運転停止等の

深刻な被害が生じており、その対策が急務とな

っている。本事業では、高輝度 LED（発光ダイ

オード）光を用いて、海洋生物の付着・繁殖を

防止する世界初の装置を開発する。海洋生物の

付着抑制の最適光照射条件、光応答反応の解明

及び付着防止装置の開発により、電力供給の安

定化に役立てる。 

・補助金交付額：3,000千円 

毛髪の熱変性と蛋白質の流出を抑

制する次世代｢縮毛矯正用低温パー

マ｣技術の開発 

(平成30年度兵庫県最先端技術研

究事業(ＣＯＥプログラム)(成長産

業育成支援枠｢応用ステージ研究｣

1年目))

①㈱理創化研 

②信州大学 

③(公財)ひょうご科学技術協会 

(播磨産業技術支援センター) 

※当協会は共同研究の代表機関 

 (研究管理法人)として参画 

毛髪のケラチン蛋白質は、パーマ液や高温加熱

により流出や熱変性を生じる。特に、縮毛を直

毛に矯正するパーマでは、高アルカリ度のパー

マ液と高温ヘアアイロンを用いるため毛髪は

深刻な損傷を受ける。本事業は、「フィルム化し

たケラチン」による独自の評価技術の活用と

「毛髪の形状安定効果を持つ被膜化成分」の開

発により、高アルカリや高温に依存せず縮毛を

矯正し、毛髪損傷を大幅に低減できる低温パー

マ技術を確立する。 

・補助金交付額：6,000千円 
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○ ものづくり関連機器の管理運営･指導（兵庫ものづくり支援センター播磨） 

従来、鉄鋼業を中心に発展してきた播磨地域の製造業は、近年電機機械器具製造業の進

展が著しく、その産業形態が確実に変化している。これらを支える要素技術はＩＴを活用

した「先進的ものづくり」をベースに展開しており、今後も飛躍的な発展が期待されている。 

このような状況下、「播磨産業技術支援センター」及び「兵庫県立ものづくり大学校」に

設置した各種ものづくり関連機器の管理・運営とともに関係企業の技術者を対象とする機

器取扱い講習会を開催した。 

 ・ものづくり関連機器利用件数等                

設置場所 播磨産業技術支援センター 兵庫県立ものづくり大学校 

機 器 名 

・3次元CAD/CAEシステム 

・流体解析システム 

・走査型電子顕微鏡(X線分析装置付)

・CNC3次元座標測定機 

・3次元モデル切削加工機 

・3次元形状計測装置 

・表面性状(粗さ)測定機 

機器利用件数 １０３件 １６件 

 ・機器講習会の開催（会場：ものづくり大学校、播磨産業技術支援センター） 

内     容 開 催 日 参加者数(人) 

次の各機器に係る講習会 

・ＣＮＣ３次元座標測定機 

・表面性状（粗さ）測定機 

・３次元CAD/CAEシステム 

・流体解析システム 

・走査型電子顕微鏡(Ｘ線分析装置付)  

 宮野医療器㈱ 理器販売促進部 岡田和英 氏 

  ㈱IHI 検査計測 相生事業所    西原賢志 氏 

 4月 3日 1 

 5月29日 1 

 9月13日 1 

11月16日 2 

11月27日 2 

12月6日(2回開催) 2 

12月11日 3 

 1月15日 1 

 1月29日 3 

 2月 8日 3 

 2月12日 3 

 3月12日 4 

合     計 13 回 26 

表面性状(粗さ)測定機 
走査型電子顕微鏡（X線分析装置付）CNC3次元座標測定機AD/CAEシステム
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７ 企業イノベーションの推進 

○ 中小企業交流団体等への支援事業 

・はりま産学交流会事業の支援（共催） 

 会場：姫路商工会議所（視察研修を除く） 

開催日 内     容 参加者数 

4月20日

平成30年度定時総会・特別講演会 

・特別講演会「目指せ世界一！ 小さなベンチャー企業」 

有限会社マイテック 神戸研究所 所長 長谷川 克之 氏  

88人

5月18日

創造例会（１） 

①「どこまで進む人工知能 ～AI技術革命、その現状と期待～」 

兵庫県立大学工学部 松井伸之 特任教授 

②「現場の知識とデータを活かす データサイエンティストの育成を目指して」 

兵庫県立大学社会情報科学部 笹嶋宗彦 准教授  

③「ホスピタルアート」近畿大学文芸学部 森口ゆたか 教授 

④「大学にお世話になった“インスタントそうめん（防災食）”の開発」 

マルキ株式会社 代表取締役 八木裕三 

⑤「既存住宅の窓に容易に脱着できる増築部屋の開発」 

近畿大学建築学部 松岡聡 教授 

⑥「優環境型の着色無機顔料」 鳥取大学大学院工学研究科 増井敏行 教授 

⑦「ヒトはどこを見ているのか？ ～視線情報の可視化技術」 

鳥取大学大学院工学研究科 白岩 史 助教 

⑧「兵庫県立大学ニュース」兵庫県立大学産学連携研究推進機構 長野寛之 教授 

72人

6月15日

創造例会（２） 

①「異文化理解から見た会計課題」 関西大学会計専門職大学院 柴 健次 教授 

②「プラズマを利用した宇宙用電気推進エンジンの開発」 

明石工業高等専門学校電気情報工学科 梶村好宏 教授  

③「小型センサを用いた歩行分析」 

神戸学院大学総合リハビリテーション学部 浅井 剛 助教 

④「製品デザインにも産学連携」 西日本衛材株式会社 代表取締役 合田 康人 

⑤「Ｘ線のもつエネルギー情報を用いたコンピューター断層撮影法の研究」 

大阪府立大学工業高等専門学校 山下良樹 講師 

⑥「かしこい機械を創る ～実時間最適化による制御技術～」 

大阪府立大学工学研究科 小林友明 講師 

⑦「食品分野における細菌叢解析手法とその応用について」 

神戸学院大学栄養学部 吉村征浩 准教授 

⑧「大阪府立大学 最新研究ニュース」 

大阪府立大学研究推進本部 林 実喜夫 統括コーディネーター 

61人

7月20日

創造例会（３） 

①「カビ由来プロテアーゼによる色素タンパク質の脱色・分解機構の解明と技術 

 シーズ開発」 神戸大学農学研究科 竹中慎治 教授 

②「スマートフォンを活用したシューズデザインシステム」 

兵庫県立工業技術センター技術企画部 後藤泰徳 技術支援室長 

③「ドラッグデリバリーペプチドの医療・農業応用」 

鳥取大学農学部 岩崎 崇 准教授 

④「これからの大学と一緒に開発したいコト」 

有限会社宮崎電工 代表取締役社長  赤松 竜一 

⑤「情報精密機器と液体メニスカス架橋」 

  鳥取大学大学院工学研究科 松岡広成 教授 

⑥「産学連携のマネジメント」 神戸学院大学経済学部 木暮衣里 講師 

⑦「日本の金型製造業の現況と支援活動」神戸学院大学経営学部 江頭寛昭 教授 

⑧「鳥取大学 最新研究ニュース」 

鳥取大学  坂下 誠司 産官学連携統括コーディネーター 

55人
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開催日 内     容 参加者数 

8月 

28～29日

視察研修（大阪方面） 

①㈱三共合金鋳造所、②マツダ紙工業㈱、③マツシロ㈱、④大阪商工会議所、 

⑤近畿大学 

16人

10月19日

創造例会（４） 

①「シカ肉とコラーゲンペプチドの機能性とレオロジー」 

兵庫県立大学環境人間学部 吉村美紀 教授 

②「IoTを活用した製造業のサービス化への取り組み」 

神戸大学大学院システム情報学研究科 貝原俊也 教授 

③「マヌカハニーからの新規成分の発見とその応用」 

兵庫県立大学環境人間学部 加藤陽二 教授 

④「ケニックスからの産学連携の取り組みについて」 

ケニックス株式会社 代表取締役 米澤 健 

⑤「再生可能エネルギー利用システムのエネルギーマネジメント」 

大阪府立大学大学院工学研究科 涌井徹也 准教授 

⑥「都市の連携とコンパクトシティー」 

大阪府立大学工業高等専門学校 北村幸定 教授 

⑦「ＳＤＧs時代のビジネス：企業の社会的責任と競争力」 

関西大学経済学部 後藤健太 教授 

⑧「鳥取大学 最新研究ニュース」 

神戸大学学術・産業イノベーション創造本部 井上健二 特命教授 

58人

2月14日

ものづくりシンポジウム２０１９「IoT活用によるデジタル化への先端事例紹介」 

講演①「１時間で始めるスマートファクトリー」 

    旭鉄工株式会社 代表取締役社長 木村哲也 氏 

講演②「IoTを活用した工作機械の新たなビジネスモデル」 

ＤＭＧ森精機株式会社 取締役社長 森 雅彦 氏

179人

合       計 529人

・ 21世紀播磨科学技術フォーラム事業の支援(協賛) 

開催日 内     容 

7月19日 
第55回セミナー及び交流会 
・テーマ：日本酒の展望 ～地域文化の担い手たち 西播磨から～ 
・会場：姫路商工会議所  

1月28日 
第56回セミナー及び交流会 
・テーマ：エネルギー・資源回収の現状と展望 ～浪費社会からの脱却～ 
・会場：神戸商工会議所 

・ その他 

当協会の各種事業の紹介及びこれらの成果等の普及啓発を図るため、下記のセミナーや

シンポジウムに参画した。

事 業 名 内     容 

ものづくりのた
めの放射光分析
実習 

･開催日:7月25・26日  ･会場:ニュースバル放射光施設 
･主催:姫路市､兵庫県立大学高度産業科学技術研究所､兵庫県立大学産学連携機

構 
･内容:放射光を使った分析の原理・特徴､利用事例紹介など 

兵庫県立大学 
「知の交流 
シンポジウム2018｣ 

･開催日:9月26日  ･会場:姫路商工会議所 
･主催:同シンポジウム実行委員会(兵庫県立大学､兵庫県企業庁､兵庫工業会､ひょう

ご科学技術協会､姫路市､姫路商工会議所等) 
･後援:兵庫県､ひょうご産業活性化センター､NIRO､兵庫県商工会議所連合会等 
･内容:県立大学による一般講演(6件)､企業等から特別講演(3件)など 
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事 業 名 内     容 

企業･大学･学生 
マッチング 
in HIMEJI 2018 

･開催日:11月30日  ･会場:兵庫県立大学姫路工学キャンパス体育館 
･主催:姫路商工会議所､兵庫県立大学､姫路市､兵庫県中播磨県民ｾﾝﾀｰ 
･後援:近畿経済産業局､姫路市､姫路経営者協会､ひょうご科学技術協会等 
･内容:姫路市内の企業の製品･技術展示､VR体験､大学の研究シーズ発表会､産学連

携事例の成果発表会 

オープンイノベ
ーション＆企業
立地セミナー 

･開催日:12月10日  ･会場:姫路商工会議所 
･主催:姫路ものづくり支援ｾﾝﾀｰ（姫路商工会議所、姫路市） 
･後援:ひょうご科学技術協会 
･内容:姫路市内の製造業を対象とした技術開発や製品化･事業化に関するｾﾐﾅｰ 

中小企業 
中堅技術者向け 
ものづくり力 
向上セミナー 

･開催日:３月15日  ･会場:兵庫県立大学産学連携･研究推進機構セミナールーム
･主催:姫路地域産学官連携事業実行委員会 
･後援:ひょうご科学技術協会､姫路経営者協会､はりま産学交流会 
･内容:ＡＩ活用のための基盤技術とその応用に関するセミナー 

ものづくり 
支援制度紹介 
セミナー 

･開催日:３月22日  ･会場:姫路商工会議所 
･主催:姫路ものづくり支援センター 
･後援:近畿経済産業局､ひょうご科学技術協会､兵庫県中播磨県民センター等 
･内容:経済産業省､兵庫県､ひょうご科学技術協会､姫路市の補助制度紹介等 

○ 商工会議所等との連携事業 

地域経済の活性化、企業の技術高度化の促進を目的として、地元経済界等（姫路・龍野・赤穂

の各商工会議所及び上郡町商工会）と共同で、生産現場の改善などをテーマとしたセミナー、

研究会、企業視察等の各種事業へ支援を行った。 

団 体 開 催 日 内    容 
参加者数 

(人) 

姫路商工 

会議所 

7月 3日 

8月 1日 

9月20日 

11月 5日 

「次世代イノベーションセミナー」（全４回） 

第１回 人工知能による30年後の新たな世界と企業におけるAI活用 

第２回 ものづくり企業の医療分野参入」 

第３回 ICTが自動運転を実現し、ヒトとモノの移動を変え産業構造を

変革する 

第４回 先進事例見学会 

83 

60 

73 

35 

計251 

龍野商工 

会議所 

11月22日 

12月 6日 

「セミナー 新人・若手技術者が職場に定着する仕組みづくり」 

第１回 作業標準作成、活用のポイント 

第２回 熟練技術者の作業分析法と作業標準定着のポイント 

（併せて、専門家が訪問して作業改善等を提案する実施研修を実施： 

 2社訪問、3時間/回×6回）

19 

19 

計38 

赤穂商工 

会議所 
11月27日 「優良生産工場・研究施設視察研修会」 24 

上郡町 

商工会 
7月17日 

9月 7日 

「ものづくりへの技術改善・向上、人材育成研修」 

 視察研修① 

 視察研修② 

14 

13 

計27 

合       計 340
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○ 次世代イノベーションセミナー 

近年、従来からのモノづくり技術を活かした更なる価値創造を行っていくため、ロ

ボットや IoT 産業等の次世代産業への取り組みが進んでいる。多くの企業では次世代

産業の参入を目指すことで、新しい製品やビジネスを生むきっかけを作る。 

そこで、次世代産業をテーマごとに概要、事例や今後の展望等を説明するとともに

次世代産業への理解を進め、ビジネスチャンスや活用を模索し、播磨地域の企業のも

のづくりの活性化を図るための情報を提供するため、セミナーを開催した。 

           第１回                    第２回 

開催日 テーマ 講  師 
参加者数 

(人) 

第１回 

7月3日 

人工知能による 30 年後の新たな

世界と企業における AI活用 

富士通株式会社 

常務理事 首席エバンジェリスト 

兼エバンジェリスト推進室長 

 中山 五輪男 氏 

83 

第２回 

8月1日 
ものづくり企業の医療分野参入 

大阪商工会議所 

医療機器事業化コーディネーター 

 佐藤 純一 氏 

福井経編興業株式会社 

代表取締役社長 

 髙木 義秀 氏 

60 

第３回 

9月20日 

ICT が自動運転を実現し、ヒトとモノ

の移動を変え産業構造を変革する 

インテル株式会社 

政策推進ダイレクター 

 野辺 継男 氏 

73 

第４回 

11月5日 
先進事例見学会（ＩｏＴ､ロボット）

シスメックス株式会社 アイスクエア

川崎重工業株式会社 西神戸工場 

35 

合    計 251 






















